
【結果速報】
COVID-19 感染症に関連する緊急調査

～言語聴覚療法対象者と言語聴覚士・スタッフを守るために～

1

一般社団法人 日本言語聴覚士協会



アンケート調査の目的

•日本言語聴覚士協会では臨床現場における現状の情報を

収集することにいたしました。

•今回の調査は、

言語聴覚士の職務状況の把握

COVID-19 感染症対策に関する組織運営の現状把握

を目的としています。
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アンケート内容について①
１．基本情報

(1)勤務先のある都道府県

(2)所属施設種類

(3)COVID-19感染者の受け入れ病床の有無

(4)勤務施設での立場

(5)主たる対象障害

(6)主たるステージ

２．回答者の個人的な状況

(1)COVID-19に感染しましたか？

(2)仕事上での影響

（COVID-19感染の影響以前と比較して）

(3)生活面での影響

(4)-a.精神面での影響（業務について）

(4)-b.精神面での影響（活動自粛について）

(5)身体面での影響

(6)医療従事者であることによる差別や偏見
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アンケート内容について②
３．個人の生活において本人の判断で気をつけ
ていること等

４．所属する施設での対応状況

(1)本件に対する組織体制

(2)個人防護具(PPE)や消耗品などの充足状況

(3)部門の管理

(4)環境の管理

a.言語聴覚療法室

b.スタッフルーム

(5)対象者へ接する際の対応

a.個別の言語聴覚療法場面

b.集団の言語聴覚療法場面

c.訪問の言語聴覚療法場面

d.その他の場面

５．言語聴覚療法の実践について

(1)言語聴覚療法に実施について

a.＜外来患者への対応＞【摂食嚥下障害】

b.＜外来患者への対応＞【言語聴覚障害全般】

c.＜入院患者への対応＞【摂食嚥下障害】

d.＜入院患者への対応＞【言語聴覚障害全般】

(2)検査の実施について

a.嚥下機能評価

b.音声言語機能評価

c.認知機能検査

d.聴力検査

e.発達検査

言語聴覚療法の実践について（自由記載）

６．課題や要望
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調査について

調査期間：2020年5月11日(付)～2020年5月21日(木)

調査方法：Googleフォーム（アンケート）

回答者数：2,147名
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１.基本情報
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1.(1)勤務先のある都道府県

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 100件 東京都 174件 滋賀県 23件 香川県 6件

青森県 6件 神奈川県 66件 京都府 28件 愛媛県 53件

岩手県 6件 新潟県 10件 大阪府 87件 高知県 14件

宮城県 41件 富山県 33件 兵庫県 99件 福岡県 38件

秋田県 25件 石川県 48件 奈良県 26件 佐賀県 36件

山形県 6件 福井県 30件 和歌山県 23件 長崎県 66件

福島県 96件 山梨県 68件 鳥取県 5件 熊本県 46件

茨城県 67件 長野県 51件 島根県 29件 大分県 46件

栃木県 22件 岐阜県 6件 岡山県 45件 宮崎県 19件

群馬県 46件 静岡県 23件 広島県 48件 鹿児島県 66件

埼玉県 183件 愛知県 79件 山口県 30件 沖縄県 19件

千葉県 97件 三重県 6件 徳島県 6件 総回答数 2,147件
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1,589 （74.0%）

169 （7.9%）

189 （8.8%）

105 （4.9%）

25 （1.2%） 70 （3.3%）

1.(2)所属施設

医療機関（病院・無床診療所）

介護保険施設（介護老人保健施設

・介護療養型医療施設等）
介護保険事業所

（通所リハ、訪問リハ等）
総合支援法・児童福祉法関連施設等

保健所・地域包括支援センターなど

の公的施設
その他

回答者の所属施設は医療機関が74％を占めていた。

n=2,147
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554 （26%）

1,593 （74%）

1.(3)COVID-19感染者の受け入れ病棟の有無

あり

なし

n=2,147

感染症受け入れ病棟のある施設は全体の約１/４を占めた。
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29 （1.4%）

369 （17.2%）

1,561 （72.7%）

174 （8.1%）

14 （ 0.7%）

1.(4)勤務施設での立場

施設の管理者・経営者

部門の管理者

一般の職員（常勤）

一般の職員（非常勤）

その他

n=2,147

回答者は常勤の言語聴覚士が73％を占めていた。
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1,789 

588 

247 

1,891 

634 

870 

1,832 

332 

21

0

500

1,000

1,500

2,000

1.(5)対象者の主たる対象障害

成人言語認知 小児言語認知（発達障害を含む） 聴覚障害

構音障害 流暢性障害 音声障害

摂食嚥下障害成人 摂食嚥下障害小児 その他

主たる対象障害は構音障害が最も多く、次いで、成人言語認知、摂食嚥下障害 成人の順であった。

※複数回答
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628（29.3%）

608（28.3%）

680（31.7%）

56（2.6%）

175（8.2%）

1.(6)主たるステージ

急性期

回復期

生活期

介護予防

その他

n=2,147

施設のステージは生活期が32％で最も多かったが、次いで多い急性期29％、
回復期28％とはほぼ同率であった。



２.回答者の個人的な状況
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0 （0%）

7 （16%）

3 （7%）

17 （40%）

16 （37%）

2.(1)COVID-19に感染しましたか？
※2,147件のうち、2,104件は感染なしと回答（全体の約98％）

症状あり、PCR検査‐未実施

症状あり、PCR検査‐陰性

症状あり、PCR検査‐陽性

症状なし濃厚接触あり、

PCR検査‐陰性

症状なし濃厚接触あり、

PCR検査‐未実施

※グラフは感染なしを除いた43件の内訳になります。

n=43
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1,508

112 

155 

99 

29 
4 

22 

70 

2 

351

0

100

200

300

400

1,500

1,600

2.(2)仕事上での影響（COVID-19感染の影響以前と比較して）

COVID-19感染拡大前と変わらない 時短勤務

勤務日数が減った 自宅待機（職場都合）

自宅待機（濃厚接触等） COVID-19感染で療養中（療養した）

COVID-19感染以外で療養中（療養した） 勤務日数/勤務時間が増えた

COVID-19感染拡大の影響により退職した その他

※複数回答

感染拡大前と仕事の上では特に変化なしとの回答が最も多かった。
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665 

81 

217 

1,228 

145 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

2.(3)生活面での影響

学校の休校 介護サービス等の休止等

同居者の在宅勤務等で影響がある 特に生活に影響はない

その他

※複数回答

生活面での影響はないとの回答が最も多かったが、学校の休校を影響としてあげる回答も相当数
あった。
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221（10.3%）

1009（47.0%）

898（41.8%）

19（0.9%）

2.(4)-a.精神面での影響（業務について）

ふだんと特に変わらない

感染に対する不安や緊張が少しある

感染に対する不安や緊張がある

その他

n=2,147

不安や緊張が少しある、ある、との回答が90％を占め、業務に関係して精神面に何らかの影響
を及ぼしていた。
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276（12.9%）

1090（50.8%）

773（36.0%）

8（0.4%）

2.(4)-b.精神面での影響（活動自粛について）

ふだんと特に変わらない

ストレスが少しある

ストレスがある

その他

n=2,147

活動の自粛についてストレスが少しある、あるとの回答は87％を占めた。
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1672（77.9%）

403（18.8%）

50（2.3%） 22（1.0%）

2.(5)身体面での影響

ふだんと特に変わらない

体調不良が少しある

体調不良がある

その他

n=2,147

身体面への影響は特に変化ないという回答が最多であったが、体調不良が少しあるという
回答も19％あった。
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1,960

129

61

21

0

100

200

1,900

2,000

2.(6)医療従事者であることによる差別や偏見

なし 自身に差別（偏見）あり 家族に差別（偏見）あり その他

※複数回答

自身あるいは家族に差別や偏見があるという回答が全回答の約９％にのぼった。



３.個人の生活において
本人の判断で気をつけていること等
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2,092 2,070 

1,548 

2,087 2,083 

535 

1,875 

1,237 

856 

640 

952 
788 

10 
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500 3.個人の生活において本人の判断で気をつけていること等

不要不急の外出を控える ３密（密接、密閉、密集）を避ける

睡眠、食事をしっかり取り、抵抗力をつける 外出時はマスクを着用する

こまめに手洗い、手指（アルコール）消毒を行う 帰宅後にシャワーを浴びる

検温をしている COVID-19 について、科学的に正確な情報を収集する

感染が疑われた場合の連絡先を確認している 自身や家族が感染した場合の対策を講じている

ストレスや不安感を軽減させるよう、自分なりの対処をしている 相談できる人がいる

その他

※複数回答

外出自粛が最も多く、次いでマスクの着用、手洗い、3密を避ける、検温などと続いた。



４.所属する施設での対応状況
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1,452 

1,024 

1,670 
1,535 

707 708 

1,122 
1,211 

934 

62 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

4.(1)本件に対する組織体制

COVID-19 感染症に関する対応部署（例：感染症対策委員会等）がある 部門ごとに感染症対策の責任者を決めている

対象者または職員の感染疑いの場合の対応策が決まっている 対象者または職員が感染した場合の対応策が決まっている

集団感染が発生した場合の対応策が決まっている 感染症者が発生した場合のリハ/言語聴覚療法介入の基準を決めている

施設全体の感染情報（感染者、発熱者の有無等）が日々把握されている 組織としての対応が周知・共有されている

個人防護具（PPE）の使用基準や使用方法が周知されている その他

※複数回答

感染者が出た場合、感染の疑いがある場合などの対応が決まっている、感染症の対応部署が決まって
いる、などが上位を占めた。
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1,767 

655 

949 

681 
795 

1,073 

1,287 

944 

175 
90 

0

500

1,000

1,500

2,000

4.(2)不足している個人防具（PPE)や消耗品

マスク 手袋

ガウン エプロン

ゴーグル フェイスシールド

手指消毒剤（石鹸、除菌アルコール等） 消毒剤（機材、テーブル等の滅菌・消毒用）

ペーパータオル その他

※複数回答
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1,799 

1,045 

252 

539 

1,314 

1,137 

338 

743 

544 

41 
0

400

800

1,200

1,600

2,000

4.(3)部門の管理

職員の健康状況を毎朝把握している 外来と入院、病棟ごとなど配属を決め複数の場への行き来を減らす

担当者の代替え（代行）を行わない 過度の勤務体制にならないよう配慮している

体調不良時の連絡体制、急な休暇時における代行体制を構築し、

急な体調不良時においても休暇取得可能な体制としている

体調不良時に安心して報告し休めるように、職員の心理的安全に配慮している

職員のストレスや不安に気を配る（LINE や電話などでサポートする） 院外での生活のあり方について、職員指導を徹底している

ユニフォームは毎日取り替える その他

※複数回答

職員の健康状況の把握、体調不良職員への対応、職員の心理的安定への配慮、病棟担当制などの配慮
などが多く行われていた。
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1,432 1,467 

1,949 

683 

1,132 

336 

759 

420 
343 

258 
157 

0

400

800

1,200

1,600

2,000

4.(4)-a.環境の管理（言語聴覚療法室）

毎日（または半日ごと）、言語聴覚療法室全体の消毒を行う ドアノブ、手すり、電気のスイッチなど

複数の人が触る場所は時間を決めて定期的に消毒する
換気を行う 訓練時間に部屋に入る人数の上限を決める

訓練機器や機材を対象者ごとに消毒する 距離がとれない場合、対面では透明ついたてを使用する

使用した衛生材料の廃棄方法を管理する 入れ替えの際に対象者同士を接近させないようにする

言語聴覚療法を実施する場所を広い場所に変更した 訓練室内で複数対象者が使用する物品と対象者個人の専用物品を分ける

その他

３密になりやすい言語聴覚療法室では換気が最も留意されていることであった。

※複数回答
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1,076 

768 

1,533 

479 

1,151 

154 

580 

1,366 

77 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

4.(4)-b.環境の管理（スタッフルーム）

スタッフルームに入退室するたびに手洗いまたは消毒をする

事務作業の時間帯をずらす等、人が集まらないようにする

定期的に時間を決めて換気をする

仕事以外の会話は控える

昼食時も会話は控え、食後にマスクをしてから話す

デスクが向かい同士の場合、間に透明シートなどを吊り下げて仕切る

ミーティング等は各部門の管理者のみで行う、ICT （テレビ電話等）で行う、必要事項のみ LINE で送る等の工夫をしている

電話、キーボード、マウス、ポット、ドアノブ、水道、冷蔵庫の取っ手等、共有するものを消毒する

その他

※複数回答

換気、共有するものの消毒、会話を控える、手洗いが最も留意されていた。
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1,520 

1,828 
1,729 

889 
993 

804 

1,224 

74 
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400

800

1,200

1,600

2,000

4.(5)-a.対象者へ接する際の対応（個別の言語聴覚療法場面）

訓練前の体温や体調確認をする

必ずマスクを着用している

個別の言語聴覚療法実施の前後、手洗いまたは手指消毒を行っている

対象者自身の手洗いまたは手指消毒を実施している

対象者にマスク着用を促している

ディスポタイプの手袋を着用し、１対象者ごとに取り換える

使用した訓練機材、評価機材は、利用後アルコール消毒を行う

その他

※複数回答

マスク、手洗い、体調確認、器具の消毒などがよく行われていた。
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1,678

49 46 65 

138 

243 

57 

0

200

400

1,600

1,800

4.(5)-b.対象者へ接する際の対応（集団の言語聴覚療法場面）

感染拡大以前から実施していない

集団コミュニケーション療法はCOVID-19感染拡大前と変化なく実施

集団コミュニケーション療法の回数の制限

集団コミュニケーション療法の人数の制限

集団コミュニケーション療法実施時に３密を避ける工夫をしている

集団コミュニケーション療法の中止

その他

集団の言語聴覚療法は感染拡大以前から実施していないとの回答が最も多かった。
集団を中止した施設は243施設あった。

※複数回答
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1,588

134 

306 300 
340 

156 162 194 

91 
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200

400

1,500
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4.(5)-c.対象者へ接する際の対応（訪問の言語聴覚療法場面）

感染拡大以前から実施していない

訪問前に電話で体調確認などを行っている

言語聴覚士が行っている感染対策の説明をしている

対象者に求める感染対策（マスク、手洗い、換気）の説明をしている

感染疑い症状がある場合（家族も含め）の事前連絡をお願いしている

訪問時、感染が疑われる場合、保健所等に連絡することをあらかじめ説明している

感染が不安で利用中断を希望される場合、自主トレ指導、家族指導、施設職員への申し送り、定期的な電話やモバイルで状況確認、廃用が疑われる目安を提示するなど、中断

中に心身・生活レベルの低下を起こさない取り組みを行う用意があることを伝えている
特に、独居や身寄りのない対象者が通常と異なる状況の時は、ケアマネージャーや相談支援専門員等へ直ちに報告している

その他

訪問を感染拡大以前から実施していないとの回答が最も多数を占めた。
感染の疑いがある場合は事前の連絡をお願いしている施設は340施設あった。

※複数回答
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695 

452 

1,122 

0

400

800

1,200

4.(5)-d.対象者へ接する際の対応（その他の場面）

家族等との連絡に ICT（テレビ電話等）を利用している

担当者会議等、外部の専門職等との連絡に ICT（テレビ電話等）を利用している

その他

ICTを家族との連絡、担当者会議などに用いているとの回答は全体の約半数であった。

※複数回答



５.言語聴覚療法の実践について
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1,049 （49%）

301 （14%）

276 （13%）

448 （21%）

73 （3%）

5.(1)-a.言語聴覚療法に実施について

＜外来患者への対応＞【摂食嚥下障害】

対象としていない

感染拡大前と変化なし

全て中止

条件付きで実施

その他

n=2,147

外来患者には対応していないとの回答が約半数を占め、感染拡大後も21％は条件付きで実施し
ていた。
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668 （31%）

418（20%）310 （14%）

668 （31%）

83 （4%）

5.(1)-b.言語聴覚療法に実施について

＜外来患者への対応＞【言語聴覚障害全般】

対象としていない

感染拡大前と変化なし

全て中止

条件付きで実施

その他

n=2,147

言語聴覚療法全般では外来を実施していないとの回答が31％、条件付きで実施との回答も
31％であった。



36

432 （20%）

896 （42%）26 （1%）

733 （34%）

60 （3%）

5.(1)-c.言語聴覚療法に実施について

＜入院患者への対応＞【摂食嚥下障害】

対象としていない

感染拡大前と変化なし

全て中止

条件付きで実施

その他

n=2,147

入院患者は外来と異なり、感染拡大前と変わらず、あるいは条件付きで、言語聴覚療法は
実施されていた。



37

404 （19%）

1,043 （48%）
16 （1%）

627 （29%）

57 （3%）

5.(1)-d.言語聴覚療法に実施について

＜入院患者への対応＞【言語聴覚障害全般】

対象としていない

感染拡大前と変化なし

全て中止

条件付きで実施

その他

n=2,147

入院患者に対してはほぼ感染拡大前と同様の実施されているのが48％を占め、次いで条件付き
の実施は29％で合わせると77％は実施されていた。
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278 

897 

57 

505 

158 

374 351 
299 

65 
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100
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400
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600

700

800

900

1,000

5.(2)-a.検査の実施について【嚥下機能評価】

対象としていない 感染拡大前と変化なし 全て中止

スクリーニング検査 VFの中止 VFの実施（条件付き）

VEの中止 VEの実施（条件付き） その他

感染拡大前と変化ないとの回答が最多である一方、検査を条件付きで行うなどの回答も見られた。

※複数回答



39

402 

1,076 

61 

165 

535 

32 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

5.(2)-b.検査の実施について【音声言語機能評価】

対象としていない 感染拡大前と変化なし 全て中止 スクリーニング検査 条件付きで実施 その他

音声言語機能の検査は半数が感染拡大前と変化なしと答えている一方、条件付きで実施という回答も
見られた。

※複数回答



40

248 

1,402

38 

134 

395 

30 

0

100

200

300

400

500

1,400

1,500

5.(2)-c.検査の実施について【認知機能検査】

対象としていない 感染拡大前と変化なし 全て中止 スクリーニング検査 条件付きで実施 その他

認知機能検査では感染拡大前と変化ないとの回答が多くみられた。

※複数回答



41

1,610

344 

29 
14 

146 

38 

0

100

200

300

400

1,600

1,700

5.(2)-d.検査の実施について【聴力検査】

対象としていない 感染拡大前と変化なし 全て中止 スクリーニング検査 条件付きで実施 その他

対象としていないとの回答が最多であることが注目された。

※複数回答



1,488

357 

79 

26 

190 

29 

0

100

200

300

400

1,400

1,500

5.(2)-e.検査の実施について【発達検査】

対象としていない 感染拡大前と変化なし 全て中止 スクリーニング検査 条件付きで実施 その他

42発達検査も対象としていないとの回答が最多であった。対象障害による差異が認められた。

※複数回答



その他と自由記載の内容について

各設問のその他の内容や【問５言語聴覚療法の実践について】

【問６課題や要望】の自由記載の部分につきましては、結果を

集計中です。

なお、明らかな誤りについては修正していますので、今後も数値
が多少変わる可能性があることをお断りいたします。

43


